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リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 

 

 
【化学物質系評価グループ】 

 

１ 添加物 
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                        【添加物】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 ソルビン酸カルシウム 

評価品目の分類 添加物 

用  途 保存料 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成19年3月19日付け厚生労働省発食安第0319025号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 添加物として新たに定め、規格基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 添加物の指定（保存料） 

評価結果の概要 ソルビン酸及びその塩類（ソルビン酸カリウム、ソルビン酸カルシウム）のグループとして

一日摂取許容量（ＡＤＩ）を、ソルビン酸として25㎎/㎏体重/日と設定する。 

＜評価書「食品健康影響評価」抄＞ 

 なお、ソルビン酸類に由来する副生成物、ソルビン酸類と他の食品添加物等との相互作用

に関連して、発がん性、生殖発生毒性及び遺伝毒性に関する試験成績が報告されている。

ソルビン酸と亜硝酸塩の反応生成物は通常の使用状況下とは異なる極めて限られた条件下

で生成することに留意する必要があるとされており、ＳＣＦ＊においてはソルビン酸類と亜

硝酸塩の共存下における遺伝毒性物質の生成に関する試験結果の一部が相互矛盾のため信

頼できず、また、通常条件下ではヒトの健康に対するハザードがないとしており、本調査

会としては妥当と判断した。 

＊ＳＣＦ：欧州連合食品科学委員会 

（平成20年11月20日府食第1264号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成20年11月25日、薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会添加物部会において審議 

平成20年12月25日、薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

施策の概要等  

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

 

その他特記事項 － 
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                        【添加物】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 2-エチルピラジン 

評価品目の分類 添加物 

用  途 香料 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成20年5月22日付け厚生労働省発食安第0522006号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 添加物として新たに定め、規格基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 添加物の指定（香料） 

評価結果の概要 2-エチルピラジンは、食品の着香の目的で使用する場合、安全性に懸念がないと考えられる

。 

（平成20年11月27日府食第1293号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成20年10月22日、薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会添加物部会において審議 

平成20年12月25日、薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

施策の概要等  

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

 

その他特記事項 － 
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【添加物】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 2-メチルピラジン 

評価品目の分類 添加物 

用  途 香料 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成20年5月22日付け厚生労働省発食安第0522007号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 添加物として新たに定め、規格基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 添加物の指定（香料） 

評価結果の概要 2-メチルピラジンは、食品の着香の目的で使用する場合、安全性に懸念がないと考えられる

。 

（平成20年11月27日府食第1294号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成20年10月22日、薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会添加物部会において審議 

平成20年12月25日、薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

施策の概要等  

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

 

その他特記事項 － 
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【添加物】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 2-ペンタノール 

評価品目の分類 添加物 

用  途 香料 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成20年10月14日付け厚生労働省発食安第1014001号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 添加物として新たに定め、規格基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 添加物の指定（香料） 

評価結果の概要 2-ペンタノールは、食品の着香の目的で使用する場合、安全性に懸念がないと考えられる。

（平成21年1月22日府食第83号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年4月28日、薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会添加物部会において審議 

平成21年7月3日、薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

施策の概要等  

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

 

その他特記事項 － 
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【添加物】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 2-メチルブチルアルデヒド 

評価品目の分類 添加物 

用  途 香料 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成20年10月14日付け厚生労働省発食安第1014002号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 添加物として新たに定め、規格基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 添加物の指定（香料） 

評価結果の概要 2-メチルブチルアルデヒドは、食品の着香の目的で使用する場合、安全性に懸念がないと考

えられる。 

（平成21年1月22日府食第84号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成20年12月22日、薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会添加物部会において審議 

平成21年3月24日、薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

施策の概要等  

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

 

その他特記事項 － 
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（継続）                          【添加物】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 亜塩素酸水 

評価品目の分類 添加物 

用  途 製造用剤（殺菌料） 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成18年8月14日付け厚生労働省発食安第0814001号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 添加物として新たに定め、規格基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 添加物の指定（殺菌料） 

評価結果の概要 亜塩素酸水の一日摂取許容量（ＡＤＩ）を亜塩素酸イオンとして0.029㎎/㎏体重/日と設定す

る。 

＜評価書「付帯事項」抄＞ 

 亜塩素酸水に遺伝毒性発がん物質と疑われている臭素酸が混入する可能性があることから

、厚生労働省は、以下の事項について確実に履行すべきである。 

・臭素酸の混入の実態を調査した上で、規格基準の設定の必要性について検討し、同調査結

果及び検討結果を、添加物の新規指定の前に食品安全委員会に報告すること。 

 なお、既に使用の認められている次亜塩素酸ナトリウム等、臭素酸の混入する可能性のあ

る食品添加物についても、混入の実態を調査した上で、規格基準の設定の必要性について検

討すべきと考える。 

（平成20年6月19日府食第677号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21月9月現在、臭素酸の混入の実態について調査しているところであり、併せて、基準設

定に必要な資料を収集中 

施策の概要等 「亜塩素酸水」の食品健康影響評価の結果の付帯事項として、亜塩素酸水への臭素酸の混入

の可能性があることから、その実態について調査した上で、規格基準の設定の必要性につい

て検討するよう求められており、これらの調査結果及び検討結果について、添加物の新規指

定の前に食品安全委員会に報告することが求められている。 

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

 

その他特記事項 － 

 (継続２０上） 
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（継続）                          【添加物】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 ステアロイル乳酸ナトリウム 

評価品目の分類 添加物 

用  途 乳化剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成19年2月6日付け厚生労働省発食安第0206001号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 添加物として新たに定め、規格基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 添加物の指定（乳化剤） 

評価結果の概要 ステアロイル乳酸ナトリウムの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を20㎎/㎏体重/日と設定する。 

＜評価書「食品健康影響評価」抄＞ 

 なお、乳幼児におけるステアロイル乳酸ナトリウムの摂取に由来するＤ-乳酸の摂取につい

ては、以下の理由から安全性に特段の問題はないと考えられる。 

・ステアロイル乳酸ナトリウムには、海外における長年の食経験があり、乳幼児食品への使

用制限はとられていない。 

・わが国におけるステアロイル乳酸ナトリウムの推定摂取量（3.9㎎/人/日）に規格案上４０

%まで含まれうる乳酸がすべてＤ体であると仮定して、乳幼児でのＤ-乳酸摂取量を見積も

った。推定摂取量を体重50㎏で除した値から、影響がみられた乳幼児（体重を５㎏と仮定

）でのＤ-乳酸摂取量は約0.16㎎/日と算出された。この値は、乳幼児で影響がみられたと

きのＤ-乳酸摂取量（約0.4～0.5g/日）より十分少ないと推定される。 

（平成20年7月10日府食第766号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成20年7月4日、薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会添加物部会において審議 

平成20年7月30日、薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

施策の概要等  

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

 

その他特記事項 － 

 (継続２０上） 
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（継続）                          【添加物】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 2,3-ジメチルピラジン 

評価品目の分類 添加物 

用  途 香料 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成20年2月7日付け厚生労働省発食安第0207001号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 添加物として新たに定め、規格基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 添加物の指定（香料） 

評価結果の概要 2,3-ジメチルピラジンは、食品の着香の目的で使用する場合、安全性に懸念がないと考えら

れる。 

（平成20年7月31日府食第837号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成20年9月24日、薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会添加物部会において審議 

平成20年12月25日、薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

平成21年4月6日、薬事・食品衛生審議会から厚生労働大臣に答申 

施策の概要等 平成21年6月4日、食品衛生法施行規則の一部を改正する省令及び食品、添加物等の規格基準

の一部を改正する件についてを告示、同日より適用。 

 

（施策の概要） 

・食品衛生法第10条に基づき、食品衛生法施行規則を改正し、添加物として指定。 

・食品衛生法第11条に基づき、食品、添加物等の規格基準を改正し、成分規格を設定。 

 

【リスク評価結果との関係】 

2,3-ジメチルピラジンは、食品の着香の目的で使用する場合、安全性に懸念がないと考えら

れる。（平成20年7月31日府食第837号） 

 

施策の実効性確保措置 平成21年6月4日、省令及び告示の改正について、都道府県、保健所設置市、特別区、検疫所

及び地方厚生局に対して通知し、指導を要請。 

その他特記事項 － 

 （継続２０上） 
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（継続）                          【添加物】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 2,5-ジメチルピラジン 

評価品目の分類 添加物 

用  途 香料 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成20年2月7日付け厚生労働省発食安第0207002号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 添加物として新たに定め、規格基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 添加物の指定（香料） 

評価結果の概要 2,5-ジメチルピラジンは、食品の着香の目的で使用する場合、安全性に懸念がないと考えら

れる。 

（平成20年7月31日府食第838号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成20年9月24日、薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会添加物部会において審議 

平成20年12月25日、薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

平成21年4月6日、薬事・食品衛生審議会から厚生労働大臣に答申 

施策の概要等 平成21年6月4日、食品衛生法施行規則の一部を改正する省令及び食品、添加物等の規格基準

の一部を改正する件についてを告示、同日より適用。 

 

（施策の概要） 

・食品衛生法第10条に基づき、食品衛生法施行規則を改正し、添加物として指定。 

・食品衛生法第11条に基づき、食品、添加物等の規格基準を改正し、成分規格を設定。 

 

【リスク評価結果との関係】 

2,5-ジメチルピラジンは、食品の着香の目的で使用する場合、安全性に懸念がないと考えら

れる。（平成20年7月31日府食第838号） 

 

施策の実効性確保措置 平成21年6月4日、省令及び告示の改正について、都道府県、保健所設置市、特別区、検疫所

及び地方厚生局に対して通知し、指導を要請。 

その他特記事項 － 

  （継続２０上） 
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（継続）                         【添加物】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 2,6-ジメチルピラジン 

評価品目の分類 添加物 

用  途 香料 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成20年2月7日付け厚生労働省発食安第0207003号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 添加物として新たに定め、規格基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 添加物の指定（香料） 

評価結果の概要 2,6-ジメチルピラジンは、食品の着香の目的で使用する場合、安全性に懸念がないと考えら

れる。 

（平成20年7月31日府食第839号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成20年9月24日、薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会添加物部会において審議 

平成20年12月25日、薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

平成21年4月6日、薬事・食品衛生審議会から厚生労働大臣に答申 

施策の概要等 平成21年6月4日、食品衛生法施行規則の一部を改正する省令及び食品、添加物等の規格基準

の一部を改正する件についてを告示、同日より適用。 

 

（施策の概要） 

・食品衛生法第10条に基づき、食品衛生法施行規則を改正し、添加物として指定。 

・食品衛生法第11条に基づき、食品、添加物等の規格基準を改正し、成分規格を設定。 

 

【リスク評価結果との関係】 

2,6-ジメチルピラジンは、食品の着香の目的で使用する場合、安全性に懸念がないと考えら

れる。（平成20年7月31日府食第839号） 

 

施策の実効性確保措置 平成21年6月4日、省令及び告示の改正について、都道府県、保健所設置市、特別区、検疫所

及び地方厚生局に対して通知し、指導を要請。 

その他特記事項 － 

  （継続２０上） 
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（継続）                         【添加物】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 L-グルタミン酸アンモニウム 

評価品目の分類 添加物 

用  途 調味料 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成18年5月22日付け厚生労働省発食安第0522006号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 添加物として新たに定め、規格基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 添加物の指定（調味料） 

評価結果の概要 L-グルタミン酸アンモニウムが添加物として適切に使用される場合、安全性に懸念がないと

考えられ、一日摂取許容量（ＡＤＩ）を特定する必要はない。 

（平成20年3月13日府食第277号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成20年4月11日、薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会添加物部会において審議 

平成20年7月30日、薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

施策の概要等  

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

 

その他特記事項 － 

(継続１９下） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 12

（継続）                         【添加物】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 バレルアルデヒド 

評価品目の分類 添加物 

用  途 香料 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成19年3月19日付け厚生労働省発食安第0319023号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 添加物として新たに定め、規格基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 添加物の指定（香料） 

評価結果の概要 バレルアルデヒドは、食品の着香の目的で使用する場合、安全性に懸念がないと考えられる

。 

（平成20年3月27日府食第324号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成20年7月4日、薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会添加物部会において審議 

平成20年7月30日、薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

平成21年4月6日、薬事・食品衛生審議会から厚生労働大臣に答申 

施策の概要等 平成21年6月4日、食品衛生法施行規則の一部を改正する省令及び食品、添加物等の規格基準

の一部を改正する件についてを告示、同日より適用。 

 

（施策の概要） 

・食品衛生法第10条に基づき、食品衛生法施行規則を改正し、添加物として指定。 

・食品衛生法第11条に基づき、食品、添加物等の規格基準を改正し、成分規格を設定。 

 

【リスク評価結果との関係】 

バレルアルデヒドは、食品の着香の目的で使用する場合、安全性に懸念がないと考えられる

。（平成20年3月27日府食第324号） 

 

施策の実効性確保措置 平成21年6月4日、省令及び告示の改正について、都道府県、保健所設置市、特別区、検疫所

及び地方厚生局に対して通知し、指導を要請。 

その他特記事項 － 

(継続１９下） 
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（継続）                         【添加物】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 イソバレルアルデヒド 

評価品目の分類 添加物 

用  途 香料 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成19年3月19日付け厚生労働省発食安第0319024号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 添加物として新たに定め、規格基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 添加物の指定（香料） 

評価結果の概要 イソバレルアルデヒドは、食品の着香の目的で使用する場合、安全性に懸念がないと考えら

れる。 

（平成20年3月27日府食第325号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成20年7月4日、薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会添加物部会において審議 

平成20年7月30日、薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

平成21年4月6日、薬事・食品衛生審議会から厚生労働大臣に答申 

施策の概要等 平成21年6月4日、食品衛生法施行規則の一部を改正する省令及び食品、添加物等の規格基準

の一部を改正する件についてを告示、同日より適用。 

 

（施策の概要） 

・食品衛生法第10条に基づき、食品衛生法施行規則を改正し、添加物として指定。 

・食品衛生法第11条に基づき、食品、添加物等の規格基準を改正し、成分規格を設定。 

 

【リスク評価結果との関係】 

イソバレルアルデヒドは、食品の着香の目的で使用する場合、安全性に懸念がないと考えら

れる。（平成20年3月27日府食第325号） 

 

施策の実効性確保措置 平成21年6月4日、省令及び告示の改正について、都道府県、保健所設置市、特別区、検疫所

及び地方厚生局に対して通知し、指導を要請。 

その他特記事項 － 

(継続１９下） 
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（継続）                         【添加物】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 次亜塩素酸水 

評価品目の分類 添加物 

用  途 殺菌料 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成17年1月31日付け厚生労働省発食安第0131002号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 添加物の成分規格を改正するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 添加物の成分規格改正（殺菌料） 

評価結果の概要 今回、食品健康影響評価を求められた２種類の次亜塩素酸水は、使用後、最終食品の完成前

に除去される場合、安全性に懸念がないと考えられる。 

（平成19年1月25日府食第94号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成19年3月20日、薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会添加物部会において審議 

平成20年1月18日、薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

施策の概要等 「亜塩素酸水」の食品健康影響評価の結果の付帯事項として、亜塩素酸水への臭素酸の混入

の可能性があることから、その実態について調査した上で、規格基準の設定の必要性につい

て検討するよう求められており、これらの調査結果及び検討結果について、添加物の新規指

定の前に食品安全委員会に報告することが求められている。このことは、類似物質である「

次亜塩素酸水」についても同様のことが求められているため、食品、添加物等の規格基準の

一部を改正する告示については、臭素酸についての検討及び食品安全委員会への報告を行っ

た後に公布予定である。 

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

次亜塩素酸水については、評価依頼をした時点の成分規格案から、含量の規定について変更

した場合においても、食品健康影響評価の結果に影響を与えることがない旨、意見照会によ

り内閣府食品安全委員会事務局長宛に確認済。 

 

施策の実効性確保措置  

 

その他特記事項 － 

（継続１８下） 
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 【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 クロフェンセット 

評価品目の分類 農薬 

用  途 植物成長調整剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成19年6月5日付け厚生労働省発食安第0605006号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第2項 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 クロフェンセットの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.05㎎/㎏体重/日（クロフェンセットカリ

ウム塩として）と設定する。 

＜評価書「食品健康影響評価」抄＞ 

 暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認することと

する。 

（平成20年10月2日府食第1041号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年9月現在、残留基準設定に必要な資料を収集中。資料入手次第、速やかに薬事・食品

衛生審議会にて残留基準設定に係る審議を行う予定 

施策の概要等  

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 フルフェンピルエチル 

評価品目の分類 農薬  

用  途 除草剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成19年1月12日付け厚生労働省発食安第0112011号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第2項 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 フルフェンピルエチルの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.39㎎/㎏体重/日と設定する。 

＜評価書「食品健康影響評価」抄＞ 

 暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認することと

する。 

（平成20年10月2日府食第1042号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年9月現在、残留基準設定に必要な資料を収集中。資料入手次第、速やかに薬事・食品

衛生審議会にて残留基準設定に係る審議を行う予定 

施策の概要等  

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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 【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 クロラントラニリプロール 

評価品目の分類 農薬 

用  途 殺虫剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成20年3月25日付け厚生労働省発食安第0325001号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 クロラントラニリプロールの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.26㎎/㎏体重/日と設定する。 

（平成20年10月9日府食第1080号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年3月24日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

平成21年6月26日 薬事・食品衛生審議会から厚生労働大臣に答申 

施策の概要等 平成21年9月28日 食品規格に関する告示を公布 

         公布日より適用。 

 

（施策の概要） 

食品衛生法第11条に基づき、食品、添加物等の規格基準を改正し、別表のとおり残留基準を

設定 

 

【リスク評価結果との関係】 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会において、「国民栄養調査

結果に基づき試算される、１日当たり摂取する農薬の量（理論最大１日摂取量（ＴＭＤＩ））

のＡＤＩに対する比は、以下のとおりである。 

 

 ＴＭＤＩ／ADI(%) 

国民平均 8.2 

幼小児（１～６歳） 14.3 

妊婦 6.8 

高齢者（６５歳以上）   8.9 

 

」（報告書抜粋）とされている。 

 

施策の実効性確保措置 平成21年9月28日、告示の改正について、都道府県、保健所設置市、特別区、検疫所、地方厚

生局に対して通知し、周知するとともに監視指導を要請 

その他特記事項  
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 【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 ピリプロキシフェン 

評価品目の分類 農薬 

用  途 殺虫剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成20年6月2日付け厚生労働省発食安第0602003号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 ピリプロキシフェンの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.1㎎/㎏体重/日と設定する。 

（平成20年10月9日府食第1081号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年3月24日  農薬取締法に基づく適用拡大の申請があった旨、農林水産省より連絡が

あったことから、再度、食品健康影響評価を依頼 

施策の概要等  

 

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 プレチラクロール 

評価品目の分類 農薬 

用  途 除草剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成19年9月25日付け厚生労働省発食安第0925001号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 プレチラクロールの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.018㎎/㎏体重/日と設定する。 

（平成20年10月9日府食第1082号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年7月3日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

施策の概要等  

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 フルアクリピリム 

評価品目の分類 農薬 

用  途 殺虫剤（殺ダニ剤） 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成19年3月5日付け厚生労働省発食安第0305022号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第2項 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 フルアクリピリムの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.059㎎/㎏体重/日と設定する。 

＜評価書「食品健康影響評価」抄＞ 

 暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認することと

する。 

（平成20年10月16日府食第1101号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年9月現在、残留基準設定に必要な資料を収集中。資料入手次第、速やかに薬事・食品

衛生審議会にて残留基準設定に係る審議を行う予定 

施策の概要等  

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 ペンシクロン 

評価品目の分類 農薬 

用  途 殺菌剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成19年9月13日付け厚生労働省発食安第0913007号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号及び同条第2項 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 ペンシクロンの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.053㎎/㎏体重/日と設定する。 

＜評価書「食品健康影響評価」抄＞ 

 暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認することと

する。 

（平成20年10月16日府食第1102号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年7月3日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

施策の概要等  

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 イミシアホス 

評価品目の分類 農薬 

用  途 殺線虫剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成18年9月4日付け厚生労働省発食安第0904003号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 イミシアホスの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.0005㎎/㎏体重/日と設定する。 

（平成20年11月13日府食第1234号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年7月3日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

平成21年8月11日 薬事・食品衛生審議会から厚生労働大臣に答申 

施策の概要等  

 

 

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 フェリムゾン 

評価品目の分類 農薬 

用  途 殺菌剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成20年2月5日付け厚生労働省発食安第0205003号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号及び同条第2項 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 フェリムゾンの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.019㎎/㎏体重/日と設定する。 

＜評価書「食品健康影響評価」抄＞ 

 暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認することと

する。 

（平成20年11月13日府食第1235号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年7月3日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

施策の概要等  

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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 【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 ピラスルホトール 

評価品目の分類 農薬 

用  途 除草剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成19年8月28日付け厚生労働省発食安第0828003号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 ピラスルホトールの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.01㎎/㎏体重/日と設定する。 

（平成20年11月20日府食第1265号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年7月3日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

平成21年8月11日 薬事・食品衛生審議会から厚生労働大臣に答申 

施策の概要等  

 

 

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 EPN 

評価品目の分類 農薬 

用  途 殺虫剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成20年2月5日付け厚生労働省発食安第0205001号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 EPNの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.0014㎎/㎏体重/日と設定する。 

（平成20年11月27日府食第1290号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年7月3日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

施策の概要等  

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 フェノキサニル 

評価品目の分類 農薬 

用  途 殺菌剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成20年2月5日付け厚生労働省発食安第0205002号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 フェノキサニルの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.007㎎/㎏体重/日と設定する。 

（平成20年11月27日府食第1291号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年7月3日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

施策の概要等  

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 フェントラザミド 

評価品目の分類 農薬 

用  途 除草剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成20年2月5日付け厚生労働省発食安第0205004号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 フェントラザミドの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.0052㎎/㎏体重/日と設定する。 

（平成20年12月4日府食第1314号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年9月30日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

施策の概要等  

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 ヨウ化メチル 

評価品目の分類 農薬 

用  途 殺虫剤（くん蒸剤） 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成18年5月23日付け厚生労働省発食安第0523003号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 ヨウ化メチルの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.005㎎/㎏体重/日と設定する。 

（平成20年12月4日府食第1315号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年3月24日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

平成21年6月26日 薬事・食品衛生審議会から厚生労働大臣に答申 

施策の概要等 平成21年9月28日 食品規格に関する告示を公布 

         公布日より適用。 

（施策の概要） 

食品衛生法第11条に基づき、食品、添加物等の規格基準を改正し、別表のとおり残留基準を

設定 

【リスク評価結果との関係】 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会において、「国民栄養調査

結果に基づき試算される、１日当たり摂取する農薬の量（理論最大１日摂取量（ＴＭＤＩ））

のＡＤＩに対する比は、以下のとおりである。 

 

 ＴＭＤＩ／ADI(%) 

国民平均 0.6 

幼小児（１～６歳） 1.9 

妊婦 0.5 

高齢者（６５歳以上）   0.5 

 

」（報告書抜粋）とされている。 

 

施策の実効性確保措置 平成21年9月28日、告示の改正について、都道府県、保健所設置市、特別区、検疫所、地方厚

生局に対して通知し、周知するとともに監視指導を要請 

その他特記事項  
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【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 ジクロスラム 

評価品目の分類 農薬 

用  途 除草剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成19年6月5日付け厚生労働省発食安第0605007号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第2項 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 ジクロスラムの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.05㎎/㎏体重/日と設定する。 

＜評価書「食品健康影響評価」抄＞ 

 暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認することと

する。 

（平成20年12月11日府食第1336号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年9月現在、残留基準設定に必要な資料を収集中。資料入手次第、速やかに薬事・食品

衛生審議会にて残留基準設定に係る審議を行う予定 

施策の概要等  

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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 【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 ヘキサジノン 

評価品目の分類 農薬 

用  途 除草剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成19年3月5日付け厚生労働省発食安第0305023号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第2項 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 ヘキサジノンの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.049㎎/㎏体重/日と設定する。 

＜評価書「食品健康影響評価」抄＞ 

 暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認することと

する。 

（平成20年12月11日府食第1337号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年9月現在、残留基準設定に必要な資料を収集中。資料入手次第、速やかに薬事・食品

衛生審議会にて残留基準設定に係る審議を行う予定 

施策の概要等  

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 ジクロシメット 

評価品目の分類 農薬 

用  途 殺菌剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成20年1月11日付け厚生労働省発食安第0111004号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 ジクロシメットの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.005㎎/㎏体重/日と設定する。 

（平成20年12月18日府食第1366号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年7月3日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

施策の概要等  

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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 【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 メフェンピルジエチル 

評価品目の分類 農薬 

用  途 薬害軽減剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成19年6月5日付け厚生労働省発食安第0605014号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第2項 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 メフェンピルジエチルの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.028㎎/㎏体重/日と設定する。 

＜評価書「食品健康影響評価」抄＞ 

 暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認することと

する。 

（平成20年12月18日府食第1367号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年9月現在、残留基準設定に必要な資料を収集中。資料入手次第、速やかに薬事・食品

衛生審議会にて残留基準設定に係る審議を行う予定 

施策の概要等  

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 クロルエトキシホス 

評価品目の分類 農薬 

用  途 殺虫剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成20年3月11日付け厚生労働省発食安第0311003号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第2項 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 クロルエトキシホスの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.00063㎎/㎏体重/日と設定する。 

＜評価書「食品健康影響評価」抄＞ 

 暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認することと

する。 

（平成21年1月8日府食第12号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年9月現在、残留基準設定に必要な資料を収集中。資料入手次第、速やかに薬事・食品

衛生審議会にて残留基準設定に係る審議を行う予定 

施策の概要等  

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 プロヒドロジャスモン 

評価品目の分類 農薬 

用  途 植物成長調整剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成20年10月7日付け厚生労働省発食安第1007004号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第１号 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 プロヒドロジャスモンの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.14㎎/㎏体重/日と設定する。 

（平成21年1月8日府食第13号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年9月30日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

施策の概要等  

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 プロファム 

評価品目の分類 農薬 

用  途 除草剤及び植物成長調整剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成19年6月5日付け厚生労働省発食安第0605012号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第2項 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 ラット以外の実験動物で実施された適切な試験が報告されていないこと、発生毒性に関して

適切に評価できる試験が実施されていないこと等により、一日摂取許容量（ＡＤＩ）を設定

するための試験成績が不十分であったことから、プロファムのＡＤＩを設定しない。 

（平成21年1月8日府食第14号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年9月現在、残留基準設定に必要な資料を収集中。資料入手次第、速やかに薬事・食品

衛生審議会にて残留基準設定に係る審議を行う予定 

施策の概要等  

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 スピネトラム 

評価品目の分類 農薬 

用  途 殺虫剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成20年3月3日付け厚生労働省発食安第030313号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 スピネトラムの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.024㎎/㎏体重/日と設定する。 

（平成21年1月15日府食第44号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年8月4日 農薬取締法に基づく登録の申請があった旨、農林水産省より連絡があった

ことから、再度、食品健康影響評価を依頼 

施策の概要等  

 

 

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 トリブホス 

評価品目の分類 農薬 

用  途 植物成長調整剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成20年3月11日付け厚生労働省発食安第0311005号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第2項 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 トリブホスの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.002㎎/㎏体重/日と設定する。 

＜評価書「食品健康影響評価」抄＞ 

 暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認することと

する。 

（平成21年1月15日府食第45号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年9月現在、残留基準設定に必要な資料を収集中。資料入手次第、速やかに薬事・食品

衛生審議会にて残留基準設定に係る審議を行う予定 

施策の概要等  

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 ルフェヌロン 

評価品目の分類 農薬 

用  途 殺虫剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成17年7月25日付け厚生労働省発食安第0725001号、平成18年7月18日付け厚生労働省発食安

第0718012号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号及び同条第2項 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 ルフェヌロンの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.014㎎/㎏体重/日と設定する。 

（平成21年1月22日府食第85号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年9月現在、残留基準設定に必要な資料を収集中。資料入手次第、速やかに薬事・食品

衛生審議会にて残留基準設定に係る審議を行う予定 

施策の概要等  

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  

 

 

 

 



 41

   【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 ノバルロン 

評価品目の分類 農薬 

用  途 殺虫剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成20年12月9日付け厚生労働省発食安第1209001号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 ノバルロンの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.011㎎/㎏体重/日と設定する。 

（平成21年2月5日府食第132号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年9月30日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

施策の概要等  

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 メタアルデヒド 

評価品目の分類 農薬 

用  途 殺虫剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成20年12月9日付け厚生労働省発食安第1209004号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 メタアルデヒドの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.022㎎/㎏体重/日と設定する。 

（平成21年2月5日府食第133号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年9月現在、残留基準設定に必要な資料を収集中。資料入手次第、速やかに薬事・食品

衛生審議会にて残留基準設定に係る審議を行う予定 

施策の概要等  

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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 【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 ブタミホス 

評価品目の分類 農薬 

用  途 除草剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成20年3月25日付け厚生労働省発食安第0325012号、平成20年4月1日付け厚生労働省発食安

第0401004号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号及び同条第2項 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 ブタミホスの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.008㎎/㎏体重/日と設定する。 

＜評価書「食品健康影響評価」抄＞ 

 暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認することと

する。 

（平成21年2月12日府食第145号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年9月現在、残留基準設定に必要な資料を収集中。資料入手次第、速やかに薬事・食品

衛生審議会にて残留基準設定に係る審議を行う予定 

施策の概要等  

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  

 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 44

【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 テフリルトリオン 

評価品目の分類 農薬 

用  途 除草剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成20年1月11日付け厚生労働省発食安第0111005号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 テフリルトリオンの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.0008㎎/㎏体重/日と設定する。 

（平成21年2月19日府食第169号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年7月3日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

施策の概要等  

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 メタラキシル及びメフェノキサム 

評価品目の分類 農薬 

用  途 殺菌剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成19年5月22日付け厚生労働省発食安第0522004号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号及び同条第2項 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 メタラキシル及びメフェノキサムの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.022㎎/㎏体重/日と設定す

る。 

＜評価書「食品健康影響評価」抄＞ 

 暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認することと

する。 

（平成21年3月5日府食第211号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年9月25日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会におい 

て審議 

施策の概要等  

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 シメコナゾール 

評価品目の分類 農薬 

用  途 殺菌剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成20年10月7日付け厚生労働省発食安第1007003号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第１号 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 シメコナゾールの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.0085㎎/㎏体重/日と設定する。 

（平成21年3月12日府食第241号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年9月30日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

施策の概要等  

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 トリフルスルフロンメチル 

評価品目の分類 農薬 

用  途 除草剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成20年3月3日付け厚生労働省発食安第0303014号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第2項 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 トリフルスルフロンメチルの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.024㎎/㎏体重/日と設定する。 

＜評価書「食品健康影響評価」抄＞ 

 暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認することと

する。 

（平成21年3月19日府食第263号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年9月現在、残留基準設定に必要な資料を収集中。資料入手次第、速やかに薬事・食品

衛生審議会にて残留基準設定に係る審議を行う予定 

施策の概要等  

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 ピラクロストロビン 

評価品目の分類 農薬 

用  途 殺菌剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成20年12月9日付け厚生労働省発食安第1209002号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 ピラクロストロビンの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.034㎎/㎏体重/日と設定する。 

（平成21年3月19日府食第264号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年9月30日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

施策の概要等  

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 ボスカリド 

評価品目の分類 農薬 

用  途 殺菌剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成20年12月9日付け厚生労働省発食安第1209003号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 ボスカリドの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.044㎎/㎏体重/日と設定する。 

（平成21年3月19日府食第265号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年9月30日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

施策の概要等  

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 プリミスルフロンメチル 

評価品目の分類 農薬 

用  途 除草剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成19年12月18日付け厚生労働省発食安第1218009号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第2項 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 プリミスルフロンメチルの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.1㎎/㎏体重/日と設定する。 

＜評価書「食品健康影響評価」抄＞ 

 暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認することと

する。 

（平成21年3月26日府食第280号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年9月現在、残留基準設定に必要な資料を収集中。資料入手次第、速やかに薬事・食品

衛生審議会にて残留基準設定に係る審議を行う予定 

施策の概要等  

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  

 

 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 メソトリオン 

評価品目の分類 農薬 

用  途 除草剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成19年4月9日付け厚生労働省発食安第0409002号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号及び同条第2項 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 メソトリオンの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.003㎎/㎏体重/日と設定する。 

（平成21年3月26日府食第281号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年9月30日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

施策の概要等  

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 レピメクチン 

評価品目の分類 農薬 

用  途 殺虫剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成19年3月5日付け厚生労働省発食安第0305003号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 レピメクチンの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.02㎎/㎏体重/日と設定する。 

（平成21年3月26日府食第282号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年9月30日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

施策の概要等  

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  
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   【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 プレチラクロール（清涼飲料水） 

評価品目の分類 その他 

用  途 － 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成15年7月1日付け厚生労働省発食安第0701015号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 清涼飲料水の規格基準を改正するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 プレチラクロールの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.018㎎/㎏体重/日と設定する。 

（平成20年10月9日府食第1082号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成21年9月現在、農薬等のポジティブリスト制度との整合を含め、規格基準の設定について

検討中。今後、薬事・食品衛生審議会にて対応方針について審議を行う予定。 

 

施策の概要等  

 

（施策の概要） 

 

 

【リスク評価結果との関係】 

 

 

施策の実効性確保措置  

その他特記事項  

 

 

 

 

 


